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(Aus der Med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K Kakinuma. Okayama, Japan.)

Beitrage zur Biologie des intermediaren Stoffzerfalls.

II. Mitteilung.

Uber die Bedeutung der Splenektomie.

Von

Ushio Ichimura.

Eingegangen am 4. Mai 1932.

In der vorhergehenden Mitteilung ist gezeigt worden, dass das durch Blockade in 

einen bestimmten, funktionell geschadigten Zustand versetzte R. E. S. eine hemmende 

Wirkung auf den experimentell erzeugten Gewebszerfall auslosen kann. In Fortsetzung 

desselben Versuches hat der Verfasser unter gleichen Bedingungen wie fruher den 

Kaninchen die Milz exstirpiert und dann taglich die N-haltigen Harnbestandteile 

untersucht, indem er besonders darauf achtete, ob die Milzexstirpation auf den normalen 

intermediaren Stoffwechsel, and auf den durch parenterale Zufuhr von artfremden 

Eiweisskorpern oder Kollargol-losung hervorgebrachten Gewebszerfall irgend eine 

bestimmte Beeinflussung herbeifiihren kann. Die Versuchsresultate lassen sich folgen

- dermassen zusammenfassen:

Bemerkenswerterweise wurde nach der Splenektomie in den meisten Fallen eine 

Korpertemperatursteigerung konstatiert, die sogar machmal 40•Ž erreichte und einige 

Tage lang dauerte. Im allgemein zeigte die Ausfuhrmenge der N-haltigen Harn-
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bestandteile, wie Gesamt-N, Harnstoff-N, Harnsaure-N, Purinbasen-N, Aminosaure-N, 

Ammoniak-N, Gesamt-Kreatinin-N und des Gesamt-Phosphors nach der Splenektomie 

im gewissen Grade eine Vermehrung, wahrend sich keine Neigung zur Verminderung 

zeigte. Nach der Milzexstirpation verfolgte der Verfasser 2 Wochen lang taglich, 

die Schwankungen der Ausfuhrmenge dieser Harnbestandteile, doch gelang es in keiner 

Weise, eine bestimmte Veranderung zu entdecken, hochstens lies sich nachweisen, dass 

die N-bilanz, wie sie vorher bis zur Operation fortbestand, in gewissermassen gestort 

wurde. Wenn man Splenektomierten Kaninchen eine bestimmte Menge von artfremden 

Eiweisskbrpern parenteral einspritzte, vermehrte sich immer die Ausscheidung der 

obengenaunten Harnbestandteile ebenso sehr wie wir bei den milztragenden festgestellt 

hatten. Die milzlosen konnten die Injektion von 1% iger Kollargol-losung, von der die 

milztragenden selbst die groesten Dosen ertragen konnten, nicht mehr aushalten.
Auf Grund dieser Befunde mogen folgende Schlusse aufgestellt werden. Wenn 

man sich auf Grund der Schwankungen der Ausfuhrmenge der N-haltigen Harnbestand

-teile ein Bild von den intermediaren Stoffwechselvorgangen macht, dann hat die Milz 

weniger eine direkte Beziehung zum experimentell erzeugten Gewebszerfall, sondern sie 

gewinnt viel mehr eine grosse Bedeutung fur Stoffe, die diesen Gewebszerfall anregen 

sollen. (Autoreferat.)
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主要文獻

第1章 　緒 論

脾臓 ノ機能ニ關スル研究 ハ古來各方面ノ興味ヲ喚起 シテ多數ノ業績相踵 イデ續出 シ輓近之ニ

就テノ知識ハ逐日闡明サレツツアリ.

就中其 ノ新 陳代謝 方面 ニ於 テ殊 ニ脾臓 ガ内分泌臓

器 トシテ ノ性能 ヲ有スル コ トハ今 日最モ注 目ニ價 ス

ルモノ ト言 プ可 ク, L. Archer學 派 ノ研究 ニ依 リテ

其 ノ根據 ハ確立サ レ,脾 臓 ガ甲状腺 ニ對 シテ常 ニ拮

抗的作用 ヲ有ス ルモノナルコ トハ今 ヤ多數 ノ學者 モ

既 ニ承認セ ルモノノ如 ク,一 部敎 科書 ニモ掲載 サル

ル ニ至 リ,萬 人 ノ齊 シ ク周 知 セ ル トコ ロ タ リ,即 チ

Streuli, Danoff等 ハ呼 吸 代 謝 乃至 基 礎代 謝 實 驗 ニ

於 テ 此 學 説 ノ妥 當 性 ヲ證 明 シ,其 ノ他Takahashi,

 Doubler, Chu Kods,前 田 等 多 數 ノ人 々 ニ依 リテ 各 方

面 二亙 リテ 此 關 係 ノ眞 ナ ル コ トハ 實 驗 的 ニ證 明 サ レ

タル 處 ナ リ,然 レ ドモ亦 一 方 脾臓 ナル モ ノガ 新 陳 代
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謝 ニ於 テ 意 味 ヲ有 ス ル程 度 ニ關 聯 ヲ有 ス ル モ ノ ニ非

ズ トナ ス モ ノ ニ モ決 シテ 乏 シカ ラズ,即 チPatonハ

犬 ニ就 キテ 其 ノ尿 成分 ノ檢 索 ヨ リ剔 脾 前 後 ノ状 態 ヲ

比 較 研究 シテ,窒 素代 謝 ニ著 明 ナ ル變 化 ナ カ リシ爲

メ脾 臓 ハ新 陳 代 謝 ニ大 ナ ル 役 目 ヲ演 ゼザ ル コ トヲ言

ヘ リ.又Lafayette, Gibson, Jackson等 ノ實 驗 ニ於 テ

モ人 間,犬,猫 等 ニ就 キテ 同 樣 ナ ル結 論 ニ到 達 セ ル モ

ノ ノ如 ク,瓦 斯 代 謝 ニ於 テ モVerzarハ 犬 ニ 於 テ何 等

一 定 ノ變 化 ヲ觀 ザ リ シ コ トヲ言 ヒ, Korensohevski,

 Goldschmidt, Penrce等 モ同 樣 ナ ル コ トヲ言 ヘ リ.然

レ ドモKransガ 饑 餓 状 態 ニ於 ケル 犬 ニ就 キテ,含 窒

素 量,Purinkorper等 ヲ檢 索 セ ル處 ヲ觀 レ パ尿 中之

等 排 泄 量 ハ剔 脾 後 ニ於 テ 幾 分 上 昇 セ リ,殊 ニ幼 弱 動

物 ニ於 テ 著 明 ナ ル成 績 ヲ得 タ リ.

次 ニ脾 臓 バ ー 面 又 古 來 肝 臓 ニ對 シテ ー 定 ノ關 聯 ヲ

有 ス ル モ ノナ ル コ トガ唱 導 サ レ,Schiffハ 脾 臓 ノ内

ニハproteolytische Zymogeneヲ 賦 活 セ シム ル物 質

ア リ ト言 ヒ,又P. Biach u. Weltmann其 ノ他 多 數

ノ人 ニ ヨ リテ 實 驗 サ レ タル處 ナ ル ガ,同 氏 ハ實 驗 的

ニ發 生 セ シメ タ ルTumorノWachstumニ 對 シテ脾

臓 ハ抑 制 的 乃至 破 壊 的 作 用 ヲ有 ス ル コ トヲ言 ヒ,ソ

ハ 細 胞 ノ内 ニ於 テ行 ハ ル ルProteolytischer Zerfal-

lsprocessノ 爲 メナ リトセ リ,Eppingerモ 尚ホ臨 牀

的 方面 ニ於 テ 之 等 ニ左 袒 セ シ モ ノナ リ. Pick u. Ha-

shimoto等 モ脾臓 ガ肝 臓 組 織 ニ對 シテAbbauprocess

ヲ及 ポ ス コ トヲ證 明 シ,殊 ニ一 定 ノ病 的状 態 ニ於 テ

ハ該 作 用ハ 異 常 ニ旺 盛 トナ リ,隨 テ 或 種肝 臓 疾 患 ニ

對 シテ脾 臓 剔 出 ガ效 果 的 ナ ル ノ理 ヲ説 明 セ ン トセ

リ.本 邦 ニ於 テ モ泉敎 授 ハ 夙 ニPearce等 ノ説 ヲ駁 シ

肝 臓 細 胞 ニ機 能 不全 ノ所 見 ヲ生 ズ ル コ トヲ指 摘 シ,

又 肝 臓 所 見 ヨ リ剔 脾 後 尠 ク トそ鐵 及 ビOxydaseニ ー關

ス ル機 能 ハ 不全 ニ陷 ル ヲ言 ヒ,脾 臓 ノ内分 泌 的 物 質

ナ ル モ ノハ正 常 状 態 ニ於 テ 肝 臓 ノ機 能 ヲ促 進賦 活 セ

シメ ツ ツア ル コ ト ヲ言 ヘ リ.

次 ニStreuli, Lepehne,西 川,高 木, Lauda,濱 崎,

早 川,Kritschewsky等 ノ實 驗研 究 ヲ觀 ル ニ,二 十 日

鼠,家 鼠,海 〓等 ノ如 キ小動物 ニ於テハ殊 ニ顯著 ナ

ル處 タレ ドモ,一 般 ニ脾臓 剔出後 ハ該個體 ノ抵抗力

ヲ減弱セ シメラルルコ トヲ各種 ノ實驗 ニ依 リテ證明

セ シガ,此 事實ハ又生物學的觀點 ヨリス レバ興味 ア

ル處 ナ リ.

斯 ノ如ク脾臓 ニ關スル知識ハ愈 々究明サレツツアリト雖モ,一 面ニハ又不明ナル點 モ多ク,

随テ諸家ノ説モ自ラ庭々 トシテ一致點ラ見出 シ得ザル處 ノ存 スルモ亦已ムラ得ザルベ シ

嚢 ニ余ハ第1囘 報告ニ於テ,藥 物ニ依 リテ網状織内被細胞 ノ機能障碍 テ試 ミ,該 系 ガ或種發

熱操作 ニ由ル實驗的體組織崩壊ニ際 シテ抑制的作用 テ發現 シ得ルモノナルコ トテ證明 シタ リシ

ガ,今 ヤ家兎ニ就キテ脾臓剔出竝 ニ之等諸操作ノ合併ニヨル時尿中含窒素諸成分排泄 ノ状態ニ

如 何 ナ ル種 差 ヲ生 ズ ル ヤヲ觀 ン ト欲 シ,且 同時 ニ之 ニ據 リテ脾 臟 剔 出 ナル モ ノ ガ中 間 代 謝 ニ於

テ如 何 ナ ル意 義 ケ有 スル モ ノ ナル カ ヲ究 ン トシテ本 實 驗 ヲ意 企 セ シモ ノ ナ リ.而 シテ本 實 驗 ニ

當 リテ試獸 ニ關スル試驗前期及 ビ試驗中ニ於ケル諸要約竝ニ尿成分檢査事項及 ビ其ノ方法等ハ

總テ前囘ニ於テ記述 セシ夫 レト全然同一ノモ トニ遂行 シタルモノナ リ.

第2章 　 自 家 實 驗 例

第1節 　脾臓 剔出家兎 ノ尿分析,

家兎Nr. 1, ♂,體 重2400g

11/V早 朝室腹時 ニ於 テ脾臓剔 出手術 ヲ行 ヒ,其 ノ

完了後 一定食 餌 ヲ給與 セ シモ ノナ リシガ,平 常時 ニ

比 シテ食 慾不振,遲 々トシテ容易 ニ食器 ヲ室 セズ
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翌朝檢 スルニ猶 ホ幾分ヲ残食 セ リ.之 ガ體温 ニ及 ボ

ス影響ハ(巻 末ニ掲 ゲタル)第I表 ニ示 セ シガ如 ク

手術當 日ハ最高40℃,翌 日ハ39.8℃,翌 々日ハ40℃

ニ垂 ソ トスルガ如 キ體温上昇 ヲ認 メタ リ.然 レ ドモ

此體温上昇 ハ發 熱物質注入等 ニ由ル夫 レニ比 ス レバ

一般状 態ハ殆 ド障碍 サ レズ,呼 吸頻數等 モ餘 リ著明

ナラズ,食 思 モ稍 々正常 ニ比ス レバ減弱サルル カ ノ

感アル ノミニ シテ大 ナル障 碍ナ シ.而 シテ尿中諸成

分分析 ノ成績 ハ巻 末 ニ掲 ゲタル第II表 ニ於 テ觀 ル

ガ如 クニシテ,總 窒素量 ハ1.99ヲ 示 シ,手 術従前 ノ

1.8g, 1.6g, 1.7g等 ニ比 ス レバ稍 々排 泄 増 多,傾 向

ヲ示 セ ルモ ノ ト言 フ ヲ得 ベ シ.尿 素,尿 酸,「ブ リ ン」

基 安 門 總「ク レア チ ン」等 ハ 幾 分 増 量 ト考 ヘ ラ

ル レ ドモ,「 ア ミノ」酸,総 燐 等 ハ 大 ナ ル變 化 ヲ示 サ

ザ リキ.而 シテ其 ノ後2週 間 ニ於 ケル毎 日ノ消 長 ヲ

觀察 シタレ ドモ,第II表 ニ於 テ觀 ルガ如 ク全體 ヲ通

ジテ何等特異的變化 ヲ觀 ズ,唯 其 ノ間窒 素 ノ平衡状

態 ガ破 レテ,總 窒素 量 ニ於 テモ何 等一定 ノ因果 的關

係 ナ ク シテ1.2gヨ リ2.0gノ 間 ヲ 動 揺 セ リ.

家兎Nr. 2, ♂,體 重2500g

前號家兎 ト同樣 ニシテ剔脾 セ リ,食 思幾分障碍 サ

レタレドモ他 ニ一般状態 ハ餘 リ障碍 サ レズ.體 温ハ

第I表 ニ示 シタルガ如 ク40℃ ニ達 スル上昇 ヲ觀 タ

リ.尿 分析成績ハ第IV表 ニ於テ示 シタリ.即 チ總

窒 素 量 ハ手 術 從 前 ノ1.7g, 1.5g, 1.6g等 二比 シ テ

1.5gヲ 示 シ 數 字 其 ノモ ノハ増 減 何 レ トモ 判 ジ難 キ

有 樣 ナ リ.爾 他 諸 成 分 ニ於 テ ハ,尿 素,尿 酸,「ア ミ

ノ」酸,總 「ク レア チニン」等 ガ幾分減少 ノ数字 ヲ示 シ

タル感 ア レ ドモ,「 プ リ ン」基,安 門,總 燐 等 ハ 増 減

何 レ トモ定 メ 難 シ.

家兎Nr. 3, ♂,體 重2200g

11/Vニ 脾 臓 剔 出,翌 日猶 ホ僅 ニ殘 食,體 温 上昇 ハ

又40℃ ニ垂 ソ トセ リ(第I表).然 レ ドモ一 般 状 態

ニ大 ナ ル 支 障 ヲ來 サ ズ.其 ノ成 績 ハ 第IV表 ニ示 セ

ル成 績 ノ如 ク,總 窒 素 量 ハ本 例 ニ於 テ ハ1.2ニ シテ

手 術 從前 ノ1.4, 1.6, 1.5等 ニ 比 ス レバ 明 カ ニ減 少 セ

ル モ ノナ リ.尿 素 ニ於 テ モ亦 同 樣 ニ シ テ,尿 酸,「 ブ

リ シ」 基,「 ア ミノ」酸,安 門 等 幾 分 減 少 ノ傾 向 ヲ窺

ヒ得 レ ドモ,總 燐 ハ 稍 々上 昇 ヲ示 セ リ.總 「ク レァ

チ ニ ン」 ハ増減何レ トモ判然 タラズ.尿 量大 ナル變

化 ナ シ.

家 兎Nr. 4, ♂,體 重2.300g

26/V脾 臓 剔 出,體 温 上昇 ハ 第I表 ニ記 セ シ如 ク ニ

シテ,40.1℃ ヲ最 高 トシ,爾 後 數 日間發 熱 ヲ見 タ リ.

一般 状 態 ニハ 然 レ ドモ著 變 ヲ認 メズ.其 ノ成 績 ハ第

V表 ニ示 セル ガ如 クニ シテ,總 窒 素 量 ハ1.8ニ シテ

從前 ノ1.7, 1.6, 1.5等 ニ比 ス レ パ 明 カ ニ上 昇 セ リ ト

ハ斷 ジ難 キ モ,稍 々其 ノ傾 向 ヲ示 セ ル モ ノナ リ ト考

へ得 ベ シ.尿 酸,「 ア ミノ」酸 ノ排 泄 ハ寧 ロ増多 ト考

ヘラル レ ドモ,爾 他各成分 ハ判 然 タル變 化 ヲ招來サ

レズ.尿 量ハ減少セル ヲ見,體 重 モ手術後 ハ減少 ヲ

示セ リ.

家 兎Nr. 5, ♂,體 重2300g

26/V脾 臓 剔 出,體 温 上 昇 最 高40℃(第I表)ヲ 示

シ,一 般状態 ニハ著明 ナル障碍ナ シ.其 ノ成績 ハ第

VI表 ニ於 テ見 ルガ如 ク,總 窒素量 ハ1.5ニ シテ從前

ノ1.4, 1.3等 ニ對 シテ 著 變 ナ シ,尿 酸,「 ア ミ ノ」酸,

安門等 ハ幾分 ノ増多 ヲ見 タレドモ,爾 他各成分 ハ増

減何 レトモ判 ジ難 シ,尿 量 ニモ大ナル變化ナ シ.

第2節　 脾臓剔出後「チフスワクチン」皮下注射ガ

家兎尿諸成分 ノ排泄量ニ及ボス影響

家 兎Nr. 5, ♂,體 重2300g

26/V脾 臓 ヲ剔 出 シ,翌 日27/Vニ 「チ フス ワ ク チ

ン」2.0ccヲ 皮 下 ニ注 射 セ リ.之 ガ體 温 ニ及 ボ ス影

響 ハ第I表 ニ示 セ シガ如 ク最 高40.3℃ ニ達 シ,猶 ホ
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翌 日モ40℃ ニ上昇 セ リ.之 ガ尿成分排泄 ニ及 ボス影

響 ヲ檢索 シタル ニ第VI表 ニ示セル ガ如 ク,總 窒素

量 ハ1.7ニ シテ 從 前 ハ1.3-1.5等 ニ比 シテ 増 量 ハ 確

實 ナ リ,尿 素 ノ總窒素 量ニ對 スル百分率 ハ低下 シ.

尿 酸,「 ブ リ ン」基,「 ア ミ ノ」酸,安 門,總 「ク レア

チニ ソ」,總燐等ハ各々上昇 セ リ.尿 量,體 重共 ニ減

少 セ リ.

即 チ本實驗ニ於テハ脾臓剔出ナル操作 ハ家兎ニ於テ「チフスワクチン」皮下注射 ニ際 シテ,尿

中各成分排泄 ニ對 シテハ何等特 異ナル影響テ及 ボサズ,「 ワクチン」ニ對 スル反應ハ有脾家兎ニ

於クル ト異ナル處 ナシ.

第3節　 脾臓剔出後「コラルゴール」溶液竝ニ異種蛋白體

注 入等 ガ家兎尿諸成分 ノ排泄量ニ及ボス影響

脾臓テ剔出スル時ハ直チニ網内系ニ於テハ他ノ部分ニ於テ之ガ代償作用 テ營ム爲 メニ増殖機

轉昂進 ガ漸次惹キ起 コサルルコトハ諸家ノ證明 セル處ニシテ,一 定時日ノ後ニハ完全ニ脾臓 ノ

代償作用ガ遂行サルモノ トセラ レタ リ,夫 レ故ニ脾臓剔出後時ヲ移サズKollargol溶 液 ヲ注入

スル場合 ト然ラザル場合 トニ於テハ其 ノ成果 ニモ何等カノ種差ヲ生ズルモノニ非ザルヤハ何人

モ考 フル處ナルベシ.爰 ニ於テ這般ノ消息 ヲ審 ニセント欲 シテ以下ノ實驗ヲ企テタル所以ナリ.

家 兎Nr. 2, ♂,體 重2500g

11/V脾 臓 剔 出 シ翌 日Kollargol溶 液10ccヲ 極 メテ

徐 々 ニ注 入 セ リ.家 兎 ハ 注 射半 バ ニ シテ 呼 吸促 迫 著

シ ク元 氣急 ニ銷 沈 シテ,上 空 ヲ仰 グ ガ如 キ姿 勢 ヲ執

リ喘 ギ タ リ シガ 注射 終 了後 約30ニ シテ 死 亡 セ リ.

家 兎Nr. 3, ♂,體 重2000g

11/V剔 脾,翌 日Kollurgol溶 液 約7.0ccヲ 注 入 セ

シ ガ,前 號 家兎 ト同 樣 ナ ル状 態 ヲ呈 シ約5時 間 ニ死

亡 セ リ.

家 兎Nr. 4, ♂,體 重2300g

26/V脾 臓 剔 出, 27, 28, 29日 ノ3日 間 連 續 的 ニ

各Kollargol溶 液5.0ccヲ 注入 セ リ.本 家 兎 ニ於 テ ハ

注 射 ニ依 ル特 別 ノ障 碍 ヲ認 メ ズ,體 温 ハ 第I表 ニ示

セ ル ガ如 ク,40℃ ニ 逹 セ リ.此 尿 ニ於 ケ ル成 績 ヲ第

V表 ニ於 テ 觀 ル ニ,注 射 第1日 ハ 總 窒 素 量1.9ヲ 示

シ,其 ノ後 逐 日2.3, 2.1ノ 如 ク著 明 ナ ル上 昇 ワ觀,

「ク レア チ ニ ソ」ヲ除 ク爾 他 各 成 分 モ 之 ニ相 應 シテ顯

著 ナ ル上 昇 ヲ觀 タ リ.尿 量 ハ 第2日 ノ145ccハ 從 前

ニ比 シテ稍 々増量 ヲ思ハセ ドモ他ハ著變 ヲ認 メズ.

次 ニ脾臓剔出後殆 ド其ノ代償作用ノ完成サルル トセラレタル期間,即 チ約2週 日ヲ経過セシ

時,手 術其ノモノニ依ル個體ノ障碍 モ消退 セリト考 ヘラルル處ナルガ,更 ニKollargol溶 液 ニ

テ斯 カル状態 ニアル網内系 ヲ〓塞 スル時ハ如何 ナル變化 ヲ招來 スルヤヲ觀 ントシテ次ノ實驗ヲ

行 ヒタ リ.

家兎Nr. 1, ♂,體 重2400g

11/V脾 臓 剔 出,26/V, 27, 28日 ノ3日 間連 續 的 ニ

各6.0cc,Kollurgol溶 液 ヲ注 入 セ リ.一 般 状 態 ニ何

等 ノ著變 ヲ認 メ ズ.其 ノ成績 ハ第II表 ニ示 セ ル ガ如

ク總 窒 素 量 ハ注 射 第1日 ニ シ テ既 ニ可 ナ リ著 明 ノ上

昇 ヲ觀,第2日 ニ ハ更 ニ著 明 ニ シテ.第3日 ニハ急

遽 減 少 ノ傾 向 ヲ示 セ リ.「 ク レア チ ニ シ」ヲ除 ク爾 他

諸 成分 モ大體之 ニ並行 シテ其 ノ消長 ヲ共 ニセルモノ

ト目 シテ可 ナ リ.
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次ニ脾臓剔出竝 ニKollargol溶 液注入ノ前處置ヲ施 セルモノニ就キ,此 兩者 ノ合併操作 ガ其

ノ後 ニ於テ注 入スル異種有毒蛋白體 ノ生體 ニ及ボス作用ニ對スル反應状態ニ如何ナル變化 テ觀

得ルカヲ,第1囘 報告ニ於テ觀 タル夫 レト比較研究セントシテ次ノ實驗テ行ヘリ。

家 兎Nr. 1, ♂,體 重2400g

11/V脾 臓 剔 出,26/V-28/Vノ3日 間 各 々毎 日

kolldrgol溶 液6.0ccヲ 連 續 注 入 シ,29/V牛 乳5.0cc

皮 下 ニ注 入 セ シ モ ノ ニ シテ,之 ニ對 シテ 最 高40.2℃

ニ逹 ス ル發熱 ヲ見 タル モ,試 獸 ノ一 般 状 態 等特 筆 ス

ベキ モ ノナ シ.其 ノ成 績 ハ 第II表 ニ示 セ ル ガ如 ク

ニシテ,Kollargol溶 液 注 入 ニ依 リテ 總 窒 素 量 ハ1.8,

 2.2, 1.3等 ヲ示 シ,即 チ一 時 増 量 著 明 ニ シテ第3囘 目

注 射 ニ際 シテ 減 少 ヲ呈 シ タ ル ニ對 シ,牛 乳 注 射 ノ影

響 ハ1.5ヲ 示 シ,前 日 ノ1.3ニ 對 シテ之 ハ 必 ズ シモ減

少 トハ言 ヒ難 ケレ ドモ,之 ヲ從前 來 ノ平衡値 ニ比較

スレハ,尠 ク トモ稍 々減少値 ヲ示 セルモ ノニ シテ,

勿論牛乳 ノ單蜀注射 ニ於テ觀 タルガ如 キ著明上昇 ヲ

呈 セザ ル ハ 明 カ ナ ル處 ナ リ.殊 ニ「ク レア チ ニ ン」ニ

於テモ大ナル上昇 ヲ示 サズ.尿 量 モ著變 ナ シ.

家 兎Nr. 4, ♂,體 重2300g

26/V脾 臓 剔 出 ノ翌 日 ヨ リ即 チ27, 28, 29日 ノ3日

間 連 續 的 ニ毎 日5.0cc宛 ヲ注 入 シ,30/V「 チ ブス ワ

クチ ソ」2.0ccヲ 皮 下 ニ注 入 セ リ.體 温 上 昇 ハ最 高

40.4℃ ヲ示 セ リ(第I表).而 シテ 第V表 ニ示 セ ル 此

檢 尿 成 績 ヲ觀 ル ニ,Kollargol溶 液 注入 ニ依 ル成 績 ハ

其 ノ總 窒 素 量1.9, 2.3, 2,1ニ シ テ 「ワ クチ ン」ーノ影 響

ハ1.9ヲ 示 セ リ.即 チ「ワ クチ ン」ノ單 獨注 射 ノ場 合

ニ比 ス レパ 明 カ ニ減少 セ リ.尿 素 ノ總 窒 素 量 ニ對 ス

ル 百 分率 モ 「ワク チ ン」 ニ依 リテ低 下 ヲ見 ズ.寧 ロ

Kollargol注 射 第3囘 目 ニ於 テ78%ヲ 示 セ シハ幾分

低 下 セ ル モ ノ ニ シテ,「 ワ クチ ン」ノ單 獨注 射 ノ場 合

ト是 レ 又 稍 ー々趣 ヲ異 ニセ ル現 象 タ リ.總 「ク レア チ

ニ ン」,總燐等 ハ稍 々上昇 ヲ示 セ ドモ他 ノ諸成分 モ亦

必ズ シモ減少 セ リ トハ斷 ジ難 キモ ノア レ ドモ著明 ナ

ル上昇ヲ觀 ザ リシ處 ナ リ.尿 重 ハ減少 セ リ.

第3章　 實驗 成績 總括 竝 ニ考按

前記各例ノ成績 テ通覽 シテ之ヲ吟味總括シ,且 其ノ成績 ニ準據 シテ即 チ尿中含窒素諸成分ノ

消長テ標識 トスル場合 ニ於テ,脾 臓剔出ナルモノガ中間代謝 ニ對 シテ如何ナル意味 ヲ有 スルヤ

ニ關シテヨ聊カ考按 ヲ試 ントス.

元來脾臓ナルモノハ健常状態 ニ於テモ,啻 ニ各種 ノ動物 ニヨリテ大小不同アルハ勿論ノミナ

ラズ,同 一種屬ノ動物 ニア リテモ個體ニヨリテ大小不同可成甚ダシキモノナ リ.隨 テ家兎ニ於

テモ亦同樣ニシテ,網 状織内被細胞系統 ノ機能 ガ各個體ニ依 リテ著 シク種差ア リトサ レタル事

實ニ全ク類似 ノ事實 ニシテ脾臓 ガ該系統ニ於テモ殊 ニ該〓素ニ豊富ナルヲ思ヘバ其ノ間何等カ

ノ因果的關聯 ノ存在 ヲ疑ハシムル處ナ リ.夫 レ故 ニR. E. S.ヨ リ脾臓 テ剔出除去スル時ハ,啻

ニ其ノ内分泌腺 トシテノ方面ニ對 シテ急激 ナル機能缺陷ノ影響 ヲ招來サルルヲ容易 ニ想像サル

ルノミナラズ,脾 臓 ガR. E. S.ニ 於テ又樞〓ナル部分ヲ構成 セルコ トヲ思ヘバ,同 時ニ又R.

 E. S.本來 ノ機能ニ對 シテモ大ナル支障ヲ來 タシテ, R. E. S,ハ 全體 トシテ其 ノ機能低減スルモ

ノナルベキコ トモ亦容易ニ想像 ニ難カラザル處ナルベ シ.而 シテ健常家兎 ノ脾臓剔出後ニ於 ケ
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ル窒素代謝 ノ状態 ヲ觀ルニ前掲5例 ニ於テハー見剔脾其 ノモノニ依 リテハ尿中含窒素諸成分竝

ニ總燐等 ニ就 キ,其 ノ排泄量ハ顯著ナル單一的傾向テ示サザ リミ故増減何 レトモ.速斷 シ難キ感

ハアレド,尚 ホ之ヲ微細ニ觀察ス レバ各成分ハ正常状態 ヨリモ減少スルコ トハ尠ク シテ
,正 常

状態 ト殆 ド同一程度 ナルカ然ラザレバ稍々排泄増多ノ傾向ヲ有スルモノナリ.然 レドモ此成績

ハ剔脾後間モナキ時期 ニ於ケルモノニシテ,若 シ何等カノ剔出反應 アリトスレバ恐ラク第一義

的ニハ寧 ロ脾臓 ノ内分泌的方面ノ機能ニ這般 ノ關聯ヲ歸セシメテ然ルベキ筈 ナレドモ,余 ノ行

ヒシガ如キ檢索ニ依 リテハ猶ホ未ダ著明ナル一定成績 ヲ得ザ リシヲ以テ,斯 カル意味ニ於テ敢

テ撞着ハ來サザリシトハ言ヘ,上 記 ノ成績結論ナルモノヲ,甲 状腺ニ對スル拮抗作用 ノ解除ニ

基因セシモノ ト看做スニハ聯カ其ノ根據ニ乏 シキヲ感ズル處ナ リ.尚 ホ又脾臓剔出後 ヨリ一定

期間ノ経過 ニ於 ケル成績ヲ觀察スルモ家兎Nr. 1ニ 於テ示 セルガ如ク剔脾直後ニ於クル夫 レト

同ジク何等特異ナル一定傾向ヲ〓 ミ難ク,唯,其 ノ窒素代謝ノ状態ガ手術前期 ト同一條件ノモ

トニ於テ,尚 ホ其 ノ消長ノ度差可ナ リ顯著 トナリ,從 前ニ觀タル平衡状態テ保持 シ得ザルニ至

リタルテ觀ルノミナリ.次 ニ剔脾反應 トシテ比較的顯著ニシテ且甚ダ興味アル現象ハ體温上昇

ナ ル ベ シ.手 術 操 作 ニ際 シテ充 分 ノ注 意 テ拂 ヒ上首 尾 ニ終 了 セル場 合 ニ於 テ モ常 ニ認 メタ ル處

ニ シテ,此 發 熱 ハ手 術後 猶 ホ數 日 間 ハ存 續 スル モ ノノ如 ク,而 モ手 術 翌 日以後 ニ ハ斯 カル發 熱

ヲ伴 フ ト雖 モ,家 兎 ノ一 般 状 態 ハ殆 ド障碍 サル ル コ トナ シ.斯 ノ如 キ事 實 ハ恐 ラク一 部 ノ人 々

ガ唱 ヘ シ ガ如 ク脾 臓 ガ直 接 體 温 調 節 ニ影 響 ヲ及 ボ ス モ ノナ ル カ ノ如 ク思 惟 セ シメ シ一 因 トモ ナ

リタ ル モ ノナ ラ ン モ,之 ヲ文 獻 ニ徴 ス ルニ夙 ニHerczel, Ranze等 ニ依 リテ指 摘 注 目 サ レタル

處 ニ シテ,又 最 近Gold u. H. Schnitzler等 ガ犬 ニ就 キテ研 究 セル成 績 ト一 致 スル コ トヲ識 リ

タ リ.何 レニ シテ モ之 ガInfektionsfieberニ 非 ザ リシ コ トハ試 獸 ノ経 過 ヲ觀 察 シテ モ容 易 ニ首

肯 サル ル處 ニ シテ彼 等 モAseptischer Fieberナ ラ ン コ トヲ唱 導 セ リ.次 ニ脾 臓剔 出後 ニ異物

ヲ非 経 ロ的 ニ注 入 スル場 合 ニ試 獸 ガ如 何 ナル反 應 テ現 セシ ヤ ヲ按 ズ ル ニ,Kollargol溶 液 注入

ニ際 シテ ハ家 兎Nr. 2, 3ニ 於 テ觀 ル ガ如 ク,正 常時 ニ於 テハ 易 々 トシテ注 入 ニ堪 ヘ得 ラ レ シ比

較 的 大量 ニ對 シテ剔 脾 家 兎 ハ最 早 其 ノKapazitat著 シク低 減 シ到 底 同 用量 ニハ堪 ヘ得 ラ レザ リ

シバ明 カ ニ シテ其 ノ最 大 注射 量 ノ低 下 ヲ來 セル コ トヲ認 知 セ リ.又 「チ フ ス ワク チ ン」注 入ニ際

シテ ハ第VI表 ニ示 ス ガ如 ク,正 常 家 兎 ニ於 ケル 場 合 ト何 等 變 化 ナ ク,尿 中含 窒 素 成分 排 泄 ハ

著 明 ノ上 昇 ヲ示 セ リ.之 ヲBlockade注 入 ニ依 リテR. E. S.ヲ 所 謂填 塞 セル場 合 ニ於 ク ル 中 間

代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ト比 較 ス レバ,前 囘 ニ報 告 セル ガ如 ク微 量Kbllargol溶 液注 入 ニ際 シテ一 般

ニ抑 制 的 傾向 ヲ呈 シタル ニ反 シ,剔 脾 ノ場 合 ニ於 テハ 假 令 脾臓 ガ小 ナル場 合 ト雖 モ此 傾 向 ヲ觀

セル コ トナ ク,又 「ワ ク チ ン」注 入 ニ依 リテ 發現 スル體 温 ノ變 化 ニ於 テ モ,既 ニ原 田,日 下,三

谷 等 ガ研 究 セ シ ガ如 ク,可 ナ リ強 烈 ニ上昇 テ示 セ リ.而 シテ脾 臓 剔 出後 ニ於 テ ハ漸 次 同 系 ノ他

臓 器 ニ於 テ之 ガ代償 作 用 ノ管 マル ル コ トハ組 織 學 的 ニ モ亦 其 ノ他 ノ方 面 ニ於 テ モ今 日周 知 ノ事

實 ニ シテ,主 ト シテ肝 臓 ノ星 芒 細 胞,淋 巴腺,骨 髓 等 ガ所 謂Vikarierendes Milzgewebeト 稱
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セラルル所以 ニシテ大約2週 間モ経過 スル時 ハ之等諸臓器ニ依 リテ大體 ニ於テ代償作用 ハ完成

サルルモノトセラルル處 ナリ.隨 テ斯 ノ如 ク代償作用 ノ殆 ド完成サ レタ リト思惟サルル時期ニ

於テKollargol乃 至「ワクチ ン」等 ニ對 スル關係テ觀ルニ第II表 ニ於テ示 セルガ如 ク,其 ノ成

績ハ正常家兎ニ於ケル夫 レト何等特異ナル點 ヲ示サザ リシコ トヲ識 リタ リ.

上 記 ノ諸 事 實 ヲ綜 合 シテ脾 臓 剔 出 ナ ル モ ノ ノ 中 間 代謝 ニ對 スル意 義 ラ按 ズ ル ニ,余 ノ行 ヒタ

ル ガ如 キ檢 索 ニ於 テ ハPick u. Hashimoto等 ノ唱 導 スル 肝 臓 ニ對 スル 特 異 作 用 等 ニ關 シテ ハ

如何 ナ ル關 係 ヲ示 セ シ ヤテ判 ジ難 ケ レ ドモ,尠 ク トモ脾 臓 ガ平 時 不 斷 ニ血 液 ノ或 意 味 ニ於 ケル

淨 化作 用 ヲ營 ム コ トハ周 知 ノ事 實 ナ ル ヲ以 テ,内 分 泌腺 トシテ ノ脾臓 テ考 慮 セズ トモ 間 接 ニハ

中 間代 謝 ニ影 響 ハ有 スベ ク,殊 ニ 主 トシテ代 償 作用 ノ未 ダ完 成 サ レザ ル 時 期 ニ於 テハ,從 來 體

内若 シク ハ體 外 ヨ リ由來 セル異 物 ノ出現 ニ對 シテ之 ヲ一時 的 ニ把 握 シ其 ノ毒 性 ノ一般 ニ及 プ コ

トヲ可 及 的 殺 滅 セ ン ト努 メ ツ ツ ア リタ ル モ ノ ガ急 遽 缺 如 ス ル 時 ハ夫 等 異物 ノ生 體 ニ對 ス ル作 用

モー般 ニ強 烈 ニ働 ク コ トハ容 易 ニ考 ヘ ラ ル ル處 ニ シテ,所 謂spodogener Milztumorノ 存 スル

コ トモ其 ノ證 左 ニ他 ナ ラズ.剔 脾 ニ依 リテ觀 タル體 温 上昇 モ,二 三 諸説 ハ存 スル ガ如 キモ,畢

竟 ハ手 術 ニ依 リテ發 生 セ シ體 組織 崩壊 物 ニ由來 セ シモ ノタ ル 可 ク,恐 ラク 正 常状 態 ニ ア リテ ハ

脾 臓 ニ依 リテ把 握 サ ル 可 キ物 質 ガ一 時 的 ニ多量 ニ吸 牧 サ レル 一 方 又 流 血 中 ニ モ比較 的長 ク潴 溜

スル爲 メ生 ゼ シモ ノナル シ.斯 ノ如 ク考 フル時 ハ脾 臓 ガReticuloendotheliale Elementeニ

豊 富 ナル臓 器 ニハ相 違 ナケ レ ドモ體 組 織 崩壊 乃 至 ハ中 間 代 謝 ニ於 テ直接 第 一次 的 ニ關 與 ス ル コ

トハ尠 ク,寧 ロ中 間 代謝 ニ影 響 ヲ及 ボ ス ガ如 キ基 因物 質 ニ對 シテ一 定 作 用 ヲ有 シ,隨 テ間 接 ニ

二次 的 ニ幾 何 カ ノ關 聯 ヲ有 スル モ ノ ト看 做 ス コ トテ得 ベ シ,隨 テ亦微 量 ノKollargol溶 液 注 入

ニ依 リテ觀 タル窒 素 代謝 ノ關 係 ニ比 シテ異 ナ ル所 以 ノモ ノモ,其 ノ場 合全 系 ノR. E, S.ニ 對

スル所 謂填 塞 作用 ト剔 脾 ニ依 リテ局 部 的 ニ行 ハ レタ ル填 塞 トノ間 ニ假 令Reticuloendotheliale

 Elementeノ 量 的 關係 ニ於 テ等 シキ状 態 ニ ス リタ リ トスル モ,其 ノ間脾 臓 ニ於 ケル臓 器 トシテ ノ

特 異性 ノ存 ス ル コ トハ明 カ ニ シテ窒 素 代 謝 上 ニ同 一效 果 ヲ齎 ラサ ザ リシバ 自明 ノ理 ナル ベ シ.

而 シテ剔 脾 動 物 ガー 般 ニ生 理 學 的 ニ抵 抗 カ ニ減 弱 ヲ來 セル コ トハ緒 論 ニ於 テ述 ベ タ ル ガ如 ク諸

家 ノ證 明 セル處 ニ シテ此 事 實 ハ又 余 ハ見 解 ヲ モ或 程 度 マ デ支 持 スル モ ノ ト信 ズ ル モ ノ ナ リ.

第4章　 結 論

1, 家兎ニ於 テ脾臓剔出後バ一般ニ體温 ノ上昇 ヲ示 シ且數日間持續 ス.

2. 脾臓剔出家兎ノ尿中含窒素成分排泄量バ一般ニ正常家兎ニ於ケル ト同樣 ナルヵ或ハ稍 々

排泄増多ノ傾向 ヲ示スモノナレドモ正常値 ヨリ低減ヲ觀ルコトハ尠 シ.

3. 家兎ノ脾臓剔出後2週 間ニ於ケル尿中含 窒素成 分排泄量 ノ稍長 ニハ一定 ノ變化 ヲ認 メ

ズ 。
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4. 剔脾家兎ニ異種有毒性蛋白體 ヲ注 入スル時 ハ尿中含窒素諸成分ノ排泄量ハ上昇 シ,正 常

家兎ニ注入 セル場合ニ於ケル ト同樣ナリ.

5. 剔脾家兎ハ正常家兎ニ比 シテ一般 ニKollargol溶 液ノ注 入ニ對 シ量的ニ其ノ受容性減弱

シ,隨 テ堪ヘ得 ラルル最 大量ハ低下ス.

要之,剔 脾家 兎ニ就キ實驗的ニ發熱ヲ起サシメ,其 ノ際 ニ觀 ル體組織崩壊 ノ状態 ヲ尿中含窒

素成分竝 ニ總燐等ノ排泄量ヲ標識 トシテ按 ズル時ハ,脾 臓ハ元來中間代謝ニ對 シテ直接第一義

的 ニ影 響 ヲ及 ボ ス コ トハ尠 ク シテ,寧 ロ中 間代 謝 異 常 ヲ惹 起 スベ キ基 因的 物 質 ニ對 シテ大 ナル

意 義 ヲ有 ス ル モ ノ ノ如 シ.

稿 ヲ終 ル ニ當 リ終始御懇切 ナル御 指導 ト御校閲 ノ勞 ヲ賜ハ リタル恩 師柿沼敎授 ニ謹 ミテ満腔 ノ謝意 ヲ

捧 グ.
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